
将来介護費シミュレーションシート

脊髄損傷・重度後遺障害 将来介護費の算定要素整理と試算シート

重度後遺障害シリーズ ①

【このシートの使い方】

弁護士との初回相談・医師面談の前に、下記の各欄を可能な範囲で記入してください。将来介護費の試算は「日額×365日

×ライプニッツ係数」が基本です。このシートを持参することで、相談がより具体的になります。

STEP 1｜被害者の基本情報

事故時の年齢 歳 性別 男□ 女□

後遺障害等級（認定済みの場合） 級 号 等級申請状況 申請前□ 申請中□ 認定済□

平均余命の目安（※）
約

年（簡易生命表で確認）

※ライプニッツ係数は厚生労働省「簡易生命表」の平均余命を参照してください。

STEP 2｜現在の介護状況（常時介護 or 随時介護の確認）

□ 【常時介護】24時間の見守り・介助が必要（1級3号相当） 人工呼吸器・体位変換・排泄管理等

□ 【随時介護】必要時に介護があれば足りる（2級1号相当） 単独での外出不可・危険行為の監視等

□ 現在の主な介護者は家族（親・配偶者）

□ 現在、ヘルパー・訪問介護を利用している 利用時間： 時間/日

□ 介護保険を利用している（または申請中） 要介護度：

□ 将来的に施設入所が見込まれる 時期の見通し： 年頃

□ 介護する家族が高齢化・死亡した後の対応を検討している 「親亡き後問題」への備え

STEP 3｜将来介護費の日額・総額 試算表

下記の日額を参考に、ご自身のケースに当てはまる金額に○をつけてください。最終的な金額は弁護士・裁判所の判断によ

ります。

介護形態 介護の担い手 日額の目安 年額（日額×365） 30年総額の目安

常時介護（1級） 近親者 8,000〜12,000円 292〜438万円 約5,700〜8,500万円

常時介護（1級） 職業介護人 20,000〜35,000円 730〜1,278万円 約1.4〜2.5億円

随時介護（2級） 近親者 4,000〜6,000円 146〜219万円 約2,800〜4,200万円

随時介護（2級） 職業介護人 8,000〜15,000円 292〜548万円 約5,700万〜1.1億円

施設入所 介護施設 15,000〜25,000円 548〜913万円
約1.1〜1.8億円（生活費控

除後）

※施設入所費用は生活費相当額（概ね30〜50%）を控除して請求するのが実務の取り扱いです。



STEP 4｜段階的ケアプラン（期間別の費用設定）

現在は家族が介護していても、将来的に家族の高齢化・死亡により職業介護人への移行が不可避な場合、期間を分けて請求

する方法が有効です。

期間 介護形態（予定） 日額（予定） 期間（年） 小計（試算）

第1期（現在〜 歳まで） 近親者介護 円/日 年 万円

第2期（ 歳〜施設入所まで）
職業介護人（ヘルパー

等）
円/日 年 万円

第3期（施設入所〜余命まで） 介護施設 円/日 年 万円

合計 万円

STEP 5｜将来介護費以外の関連費用チェック

□ 住宅改修費（バリアフリー・段差解消・浴室改修等） 見積書を取得しておく

□ 電動車椅子・補装具の費用と耐用年数ごとの更新費用 電動車椅子：100〜300万円程度

□ 自動車改造費（手動運転装置・福祉車両等）

□ 人工呼吸器・医療機器の費用と更新費用 高位頚髄損傷の場合

□ 入院中の付添看護費用（1日6,500〜15,000円） 症状が重篤な場合は24時間付添い

□ 近親者慰謝料（家族の生活破綻・介護負担の評価） 高次脳機能障害・脊髄損傷で認められやすい

※本シートの試算はあくまで目安です。実際の請求額は事案の具体的事情・裁判例等により大きく異なります。

※保険会社の提示額が低い場合は、必ず弁護士に相談してください。将来介護費は立証の巧拙で数千万円〜億単位の差が生じます。

※施設入所費用の生活費控除率は概ね30〜50%ですが、裁判例によって異なります。


